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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平
成
26
年
の
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご

協
力
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
『
午
（
馬
）』
で
す
が
、「
人
間
万
事
塞さ

い
お
う翁
が
馬
」
の
故

事
に
倣な

ら

い
、
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
慎
重
に
こ
と
を
進
め
て
ま
い
る

一
年
で
あ
り
た
い
、
か
つ
、
馬
の
よ
う
に
颯さ

っ
そ
う爽

と
駆
け
抜
け
、
目
標
に
向

か
っ
て
突
き
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
干
支

に
肖
あ
や
か

っ
て
、
是
非
と
も
「
元
気
な
東
御
市
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

暮
れ
に
は
、
そ
の
兆き

ざ

し
と
も
言
う
べ
き
朗
報
が
舞
い
込
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

長
野
朝
日
放
送
が
主
催
す
る
「
第
13
回
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞

N
A
G
A
N
O
」
に
お
い
て
、
市
の
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
が
制
作
し
た
『
く
る

み
の　

ひ
・
み
・
つ
』
が
見
事
優
秀
賞
（
長
野
県
市
長
会
長
賞
）
に
輝
き

ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
胡
桃
と
東
御
市
の
名
が
県

下
に
響
き
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
長 

新
年
あ
い
さ
つ

夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
、

　

幸
せ
を
実
感
で
き
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
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さ
て
、
日
本
経
済
の
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸
出
の
持
ち
直
し
と
家

計
所
得
や
投
資
の
増
加
に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
傾
向
に
あ
り
、

更
に
そ
の
動
き
が
確
か
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
業
種
に

よ
っ
て
は
消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
追
い
風
に
な
る
中
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
地
方

へ
の
波
及
を
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
借
金
は

1
0
0
0
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
財
政
状
況
が
不
透
明
な
中
、
自
治
体

運
営
は
今
後
と
も
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
な
お
一
層
の
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
4
月
に
は
東
御
市
の
誕
生
か

ら
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
10
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、

さ
ら
に
着
実
な
歩
を
進
め
る
た
め
、
迎
え
る
年
は
、
次
な
る
10
年
を
見
据

え
て
、
真
の
東
御
市
ら
し
さ
が
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
年
に
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
市
が
抱

え
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
て
は
柔
軟
な
発
想
と
議
論
を
積
み
重
ね
、
さ
ら

に
市
民
目
線
に
立
脚
し
、
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
実
現
に
向
け
行
動
に
移

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備
事
業
に
お
け
る
市
役
所
周
辺
の
施

設
整
備
が
一
旦
完
了
し
ま
す
。
3
月
末
に
は
、旧
上
下
水
道
庁
舎
跡
地
が
、

憩
い
の
広
場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
中
央
公
民
館

の
増
改
築
工
事
も
、
間
も
な
く
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

従
前
よ
り
も
機
能
が
充
実
す
る
中
央
公
民
館
に
は
、
新
た
な
講
義
室
が

増
設
さ
れ
、
学
習
・
交
流
は
も
と
よ
り
、
市
の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
の

場
と
し
て
有
益
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
中
核
と
な
る
保
育
園
の
統
合
と
園
舎
の
改
築
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
知
恵
が
育
ち
、
身
体
が
育
ち
、
食
育
の
あ
る
保
育
園
づ
く
り
」

を
主
眼
に
、
新
し
い
和
保
育
園
が
4
月
の
開
園
を
目
指
し
て
着
々
と
準
備

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
田
中
保
育
園
も
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
は
、
今
後
10
年
間
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
2
次
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
前
期
基
本
計
画
（
平
成
26

～
30
年
）
で
は
、
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
「
市
民
の
参
加
と
協
働
を
進

め
る
」「
基
本
計
画
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
の
二
つ
の
視
点
に

重
き
を
置
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
慎
重
に
温
め
て
き
た
夢
の
あ
る
話
題
を
直
視
し
、
方

向
性
を
見
出
す
年
に
も
な
り
ま
す
。

　

長
野
県
に
よ
る
「
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
」
の
一
員
と
し
て
、　

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
適
し
た
立
地
を
活
用
し
、
荒
廃
農
地
の
復
旧

と
作
付
け
面
積
の
拡
大
に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
べ
く
、
ワ
イ
ン

振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
地
が
、
東
京
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
市
で
提
案
し
て

き
た
「
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
構
想
」
が
よ
う
や
く
現
実
味
を
増
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
市
で
は
、
湯
の
丸
高
原
に
水
泳
競
技
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
育
成
す
る
た
め
の
訓
練
施
設
を
誘
致
す
べ
く
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
周
辺
観
光
地
を

融
合
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
す
る
近
隣
の
自
治
体
等
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
施
策
推
進
に
際
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
と
安
全
を
実
感
で
き
る

暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
て
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
粉ふ

ん
こ
つ
さ
い
し
ん

骨
砕
身
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
市
民
の
皆
様
お
一
人

お
ひ
と
り
の
笑
顔
が
輝
き
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

東
御
市
長
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写
真
で
振
り
返
る

　
　
東
御
市
の
一
年

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
整
備
工
事
起
工
式
（
9
日
）

消
防
出
初
式
（
13
日
）

秋
田
県
美
郷
町
訪
問
団
視
察
（
6
、
7
日
）

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
（
17
日
）

滋
野
・
東
保
育
園
閉
園
式
（
22
日
）

北
御
牧
小
・
中
学
校
で
一
貫
教
育
ス
タ
ー
ト

滋
野
保
育
園
新
園
舎
竣
工
式
（
2
日
）

総
合
計
画
策
定
市
民
会
議　

第
1
回
全
体
会
議
（
8
日
）

東
御
市
上
下
水
道
局
移
転
開
所
式
（
15
日
）

季
節
外
れ
の
降
雪
と
凍
霜
害
（
21
日
）

中
央
公
民
館
増
改
築
工
事
起
工
式
（
24
日
）

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
日
）

和
小
学
校　

ト
キ
の
剥
製
修
復
お
披
露
目
会
（
17
日
）

県
道
東
部
望
月
線
「
宮
バ
イ
パ
ス
」
開
通
（
31
日
）

東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式
（
6
日
）

市
内
の
一
部
地
域
で
干
ば
つ

梅
野
記
念
絵
画
館
「
K
U
R
A
S
A
W
A
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

　
（
15
日
～
8
月
25
日
）

市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
（
16
日
）

湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
（
23
日
）

和
地
区
保
育
園
建
設
工
事
起
工
式
（
27
日
）

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

和小学校　トキの剥製修復（₅月17日）

県道東部望月線「宮バイパス」竣工（₅月31日）

東部子育て支援センター開所式（₆月₆日）

滋野保育園新園舎竣工（₄月₂日）

季節はずれの降雪（₄月21日）
と八重原台地の干ばつ（₆月
上旬）

上下水道局移転開所式（₄月15日）
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湯
の
丸
高
原
デ
ジ
タ
ル
写
真
集　

東
京
都
大
田
区
の
小
学
校
へ
贈
呈（
8
日
）

市
民
ま
つ
り
「
東
御
ど
す
こ
い
S
U
N
S
U
N
」（
3
日
）

成
人
式
（
15
日
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
（
25
日
）

市
地
震
総
合
防
災
訓
練
（
1
日
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
光
ケ
ー
ブ
ル
化
工
事
安
全
祈
願
祭
（
4
日
）

金
婚
祝
賀
式
（
20
日
）

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
（
21
、
22
日
）

総
合
計
画
策
定
市
民
会
議　

提
言
書
提
出
（
26
日
）

「
東
御
の
日
」記
念
式
典
・
阿
部
知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
3
日
）

市
総
合
体
育
大
会
（
6
日
）

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
12
、
13
日
）

福
祉
の
森
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
東
御
市
民
病
院
祭
（
26
日
）

奈
良
原
市
有
林　

森
林
保
全
協
定
締
結
（
31
日
）

市
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
2
、
3
日
）

図
書
館
ま
つ
り
（
3
日
）

く
ら
し
を
見
直
そ
う
展
（
9
日
）

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
9
日
）

東
御
市
体
育
協
会
創
立
10
周
年
記
念
式
典
（
9
日
）

舞
台
が
丘
整
備
計
画
に
関
す
る
住
民
訴
訟
判
決　

原
告
の
請
求
却
下
・
棄
却
（
15
日
）

田
中
小
学
校
開
校
１
２
０
周
年
記
念
式
典
（
10
日
）

海
野
宿
ふ
れ
あ
い
祭
（
23
日
）

日
本
水
泳
連
盟　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
建
設
候
補
地
視
察
（
1
日
）

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
（
7
日
）

北
御
牧
庁
舎　

薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
火
入
れ
式
（
19
日
）

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

知事とのタウンミーティング（10月₃日）

東御市発足10年記念火のアートフェスティバル（10月12、13日）

大盛況の第22回巨峰の王国まつり（₉月21、22日）北御牧庁舎　薪・ペレットストーブ火入れ式（12月19日）

天皇皇后両陛下₂年ぶりに東御市をご訪問（₈月25日）

二十歳の門出を祝う成人式（₈月15日）進む中央公民館の増改築工事
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特　集

湯
の
丸
高
原
を
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
拠
点
に

競
泳
用
長
水
路
施
設
の
誘
致
活
動
始
ま
る

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
で
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
の

気
運
が
国
内
で
高
ま
る
中
、
市
で
は
湯
の

丸
高
原
に
競
泳
選
手
向
け
の
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
誘
致
す
る
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

6
年
後
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
興
奮

を
自
国
で
味
わ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

当
然
期
待
さ
れ
る
の
は
日
本
人
選
手
の
活

躍
で
す
。
ま
た
、
開
催
国
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
積
極
的
に
進
め
、
そ
の
効
果
を

大
会
で
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、
世
界
で
活

躍
で
き
る
選
手
を
育
成
す
る
施
設
の
充
実

で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
か

ら
、
早
く
も
国
内
各
地
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
目
指
す

動
き
や
、
各
国
か
ら
集
ま
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
の
合
宿
を
誘
致
す
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
東
御
市
で
は
競
泳
選

手
向
け
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
が
国

内
に
は
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
湯
の
丸
高

原
に
競
泳
用
長
水
路
施
設
（
屋
内
50
ｍ

プ
ー
ル
）
を
誘
致
す
る
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

　

湯
の
丸
高
原
エ
リ
ア
の
標
高
は
、
海
抜

1
7
5
0
～
2
1
0
0
m
で
、
国
内
外

の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
と
比
較
し

て
も
標
高
で
見
劣
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
競
泳
選
手
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
最
適
な
標
高
は
海
抜
1
5
0
0
～

2
3
0
0
m
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
湯

の
丸
高
原
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
適
し
た
標

高
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

日
本
の
競
泳
選
手
は
、
施
設
が
充
実
し

て
い
る
海
外
に
出
向
い
て
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
遠
征
費
用
は

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

長
時
間
の
移
動
や
時
差
、
環
境
の
違
い
等

に
よ
る
選
手
の
肉
体
的
負
担
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

も
し
、
湯
の
丸
高
原
に
国
内
初
の
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
競
泳
用
長
水
路

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、

期
待
さ
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
の
充
実

【解説】高地トレーニング

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
候
補
地

と
し
て
の
湯
の
丸
高
原
の
魅
力

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
最
適
な
標
高	

経
済
的
・
肉
体
的
負
担
の
軽
減

　高地トレーニングは、主に心肺機能を強化する目的で行われ、高地の
低酸素濃度の環境下でトレーニングすることにより血液の酸素運搬能が
向上するとされている。特に持久力が要求される長距離走や競泳の選手
がこのトレーニングを採用し、オリンピックなど好成績を収めている。
　高地トレーニングの拠点としては、フラッグスタッフ（米・アリゾナ
州）やコロラドスプリングス（米・コロラド州）、フォントロミュー（仏）
などが世界的に有名。また、日本国内では、濁河温泉高原スポーツレク
リエーションセンター（岐阜県下呂市）や蔵王坊平アスリートヴィレッ
ジ（山形県上山市）が拠点になっているが、競泳用長水路施設は整備さ
れていない。

前掛山
2493m

浅間山
2568m

（2014年 1月）市報とうみ 6



施
設
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、選
手
の
経
済
的
・

肉
体
的
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

湯
の
丸
高
原
は
都
内
か
ら
約
2
時
間
30

分
で
移
動
で
き
る
立
地
条
件
に
あ
り
ま
す
。

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
国
内
拠
点
と
な
っ

て
い
る
岐
阜
県
や
山
形
県
内
の
施
設
と
比

較
し
て
も
、
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
は
湯
の
丸
高
原
に
勝
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
に
は
、
そ

の
進
行
状
況
や
効
果
、
健
康
状
態
等
を
把

た
周
辺
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
夢
が
広

が
り
ま
す
。

　

仮
に
施
設
建
設
が
現
実
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
ア
ジ
ア
唯
一
の
施
設
と
し
て
東
御

市
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
ま
た
、

一
流
選
手
や
そ
の
関
係
者
が
滞
在
す
る
こ

と
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
や
、
湯
の
丸

周
辺
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
融
合

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
な
ど
、

周
辺
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も
大
き
い

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
も
、
一
流
選
手
の

技
と
力
に
触
れ
る
機
会
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
が
増
え
、
さ
ら
に
は
メ
ダ
リ
ス

ト
が
育
つ
た
め
の
支
援
を
通
じ
て
、
選
手

と
共
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
を
分
か
ち

合
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
競
技
の
合
宿
施
設
、
ま

た
は
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
等
の
整
備

を
目
指
す
構
想
は
、
上
信
越
高
原
国
立
公

園
エ
リ
ア
内
（
浅
間
山
麓
西
側
一
帯
の
地

域
）
の
他
市
町
村
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

地
域
一
帯
が
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
合

宿
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

誘
致
活
動
を
連
携
し
て
行
う
た
め
の
協
議

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
強
み

を
活
か
し
な
が
ら
広
域
連
携
に
よ
り
、国
・

県
な
ど
へ
の
誘
致
・
要
望
活
動
を
進
め
て

い
く
計
画
で
す
。

握
で
き
る
専
門
家
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
見

地
か
ら
健
康
や
運
動
等
に
つ
い
て
研
究
を

行
う
身
体
教
育
医
学
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
28
日
に
は
、
東
御
市

を
含
む
浅
間
山
麓
の
4
市
町
と
県
厚
生
連

な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
一
般
財
団
法
人
浅

間
山
麓
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
所
を
設
立
さ

せ
ま
し
た
。

　

誘
致
に
成
功
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
機
関
が
連
携
し
て
選
手
を
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
の
見
地
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
誘
致
活
動
は
、
市
に
と
っ
て
、
ま

　12 月1日、公益財団法人日本水泳連盟の泉
いずみ

正
まさ

文
ふみ

副
会長、上

うえ

野
の

広
こう

治
じ

競泳委員長、平
ひら

井
い

伯
のり

昌
まさ

ヘッドコーチ
の 3 名が湯の丸高原を視察しました。その中で、都
内から 2 時間半の立地条件のほか、高地トレーニン
グに必要な環境がすべて整っているとし、「建設場所
として適地である」との評価をいただきました。
　市では日本水泳連盟と協力して、国に屋内長水路
施設の早期建設を求めていくことになりました。

誘
致
実
現
で
期
待
さ
れ
る

地
域
の
活
性
化

今
後
の
取
り
組
み

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
良
好

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
的
見
地
か
ら
の

	

サ
ポ
ー
ト
体
制

烏帽子岳
2066m

1000m　蔵王坊平アスリートヴィレッジ（山形県上山市）

湯の丸山
2101m 地蔵峠

1732m

篭
かご

ノ
の

登
と

山
2227m

黒
くろ

斑
ふ

山
2404m車坂峠

1973m2100mフラッグスタッフ

1700m 濁河温泉高原
スポーツレクリエーションセンター
（岐阜県下呂市）

1850mフォントロミュー
1600mコロラドスプリングス

日本水泳連盟が湯の丸高原を視察

市報とうみ（2014年 1月）7



　

10
月
3
日
「
東
御
の
日
」
に
実

施
し
た
「
と
う
み
エ
コ
ラ
イ
フ

D
A
Y
2
0
1
3
」
の
集
計
結
果
は
、
参

加
人
数
5
8
4
9
人
、
二
酸
化
炭
素
排

出
削
減
量
3
・
51
ｔ
と
い
う
成
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
の
実
施
か
ら

6
回
目
を
数
え
る
今
年
は
、
特
に
中
学
生

と
事
業
所
の
参
加
が
増
え
、「
ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
市
内
に
定
着
し
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

石
油
を
原
料
と
す
る
レ
ジ
袋
を
減
ら
せ

ば
、
ご
み
と
二
酸
化
炭
素
の
両
方
を
削
減

で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
30
代
女
性
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
率
が
他
の
年
代
よ
り
も
低
い
と
い
う
結

果
を
受
け
、
3
歳
児
健
診
の
会
場
で
マ
イ

バ
ッ
ク
を
配
布
し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
と
東
御
市
く
ら
し
の
会
、
市

内
小
売
業
5
社
で
は
、「
レ
ジ
袋
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
レ
ジ
袋
の
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
さ
れ
る
市
内
事

業
者
の
皆
さ
ま
は
、
ぜ
ひ
本
協
定
へ
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
か
か
っ

て
お
り
、
日
々
の
生
活
を
見
直
し
、
毎
日

が
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
イ
と
な
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「
と
う
み
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

　
　

２
０
１
３
」の

集
計
が
で
き
ま
し
た

広
が
っ
て
い
ま
す
！

　
　

レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た

　
　
　

取
り
組
み
の
輪

●問い合わせ先　市民課　生活環境係　☎ 64―５８９６

できることから始めよう！

〝低炭素都市とうみ〟
　　　　　を目指した取り組み

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0
2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（人）

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0

（ｔ）

参加人数とCO2削減量の推移

1.17t

3,476人

5,355人 5,532人
6,283人

6,365人
5,849人

2.98t 3.03t

3.58t

4.85t

3.51t

削減量

参加人数

参加者の内訳

小学生低学年と
その家族
1,763人

一般市民と
事業所
1,782人

小学生高学年と
その家族
1,507人

中学生と
その家族
797人

マイバッグ
持って買い物に
行こうね

（2014年 1月）市報とうみ 8



　

7
月
7
日
と
11
月
17
日
に
、
信
濃
東
部

自
動
車
学
校
で「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、
自
動

車
の
機
能
を
理
解
し
た
上
で
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
燃
費
計
が
示
す
数
値
の
違

い
を
確
認
し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で
緩
や
か
な
発
進

　

最
初
の
5
秒
で
時
速
20
㎞
程
度
が
目
安

で
す
。

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

　

車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
一
定
の
速

度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
減
速
は
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
で

　

減
速
す
る
と
き
や
坂
道
を
下
る
と
き
は

早
め
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　

現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は
、
暖
機
運
転

は
不
要
で
す
。

⑤
渋
滞
を
避
け
て
、
走
行
時
間
を
短
縮	

　

行
き
先
や
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
エ
ア
コ
ン
（
A
／
C
）
は
控
え
め
に

⑦
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
不
足
す
る
と
、
燃

費
が
悪
化
し
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

こ
の
11
月
に
、
北
御
牧
庁
舎
１
階
に
薪

ス
ト
ー
ブ
2
台
と
薪
･
ペ
レ
ッ
ト
併
用

ス
ト
ー
ブ
1
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
ブ
は
、
有
事
の
際
に

防
災
拠
点
と
な
る
北
御
牧
庁
舎
の
防
災
機

能
強
化
と
、
災
害
に
強
い
自
立
・
分
散
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
、
エ
コ
タ
ウ
ン
の
構
築
を
目
指
す
た
め

に
設
置
し
た
も
の
で
、
長
野
県
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
（
公
共
施
設

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事

業
）
補
助
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

各
ス
ト
ー
ブ
と
も
電
気
を
一
切
使
用
せ

ず
、
間
伐
材
等
を
利
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
や

薪
が
あ
れ
ば
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
に
つ
い
て

は
、
市
内
で
発
生
し
た
松
く
い
虫
被
害
木

薪・ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

北
御
牧
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た

▲薪ストーブ

▲ペレット・薪併用ストーブ

▲ペレット

▲松くい虫被害木の薪

▲エコドライブ講習のようす

す
ぐ
に
実
践
し
よ
う
！

燃
費
が
改
善
す
る
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

⑧
不
要
な
荷
物
は
降
ろ
し
ま
し
ょ
う

　

車
の
燃
費
は
、
荷
物
の
重
さ
に
も
影
響

さ
れ
ま
す
。

　

実
際
に
公
道
を
走
行
す
る
こ
の
講
習
会

で
は
、
燃
費
が
30
％
改
善
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
7
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

北
御
牧
庁
舎
で
稼
働
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
や
市
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置

に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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連載 【第10回】

　今回は「福祉医療費給付制度」の
ご案内です。

　福祉医療費給付制度は、子どもや障がい者、ひとり親家庭の母子・父子の皆さんに医療費の一部を給付する
制度です。
　ここでは、この制度の利用方法等について詳しく解説します。

　

福
祉
医
療
費
給
付
制
度
は
、
子
ど
も
や

障
が
い
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
健
康

保
険
で
診
療
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費
の

一
部
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　

制
度
の
対
象
者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
医
療
費
給
付
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
福

祉
医
療
費
受
給
者
証（
以
下「
受
給
者
証
」）

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
給

付
対
象
と
な
る
方
は
、
福
祉
課
福
祉
推
進

係
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
際
に
は
次
に
掲
げ
る

物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
主
な
物
】

◦
印
鑑

◦
保
険
証

◦
振
込
先
口
座
の
通
帳
（
確
認
の
た
め
）

◦
障
害
者
手
帳
等
（
障
が
い
者
の
み
）

◦
所
得
証
明
書
※
（
転
入
者
の
み
。
た
だ

し
、
乳
幼
児
・
児
童
は
除
く
）

※
受
給
者
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
前
住

所
地
で
発
行
し
た
も
の
。
な
お
、
転
入

時
期
に
よ
っ
て
は
提
出
が
不
要
に
な
り

ま
す
。

　

受
給
者
証
の
交
付
手
続
き
と
併
せ

て
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の

申
請
も
さ
れ
る
場
合
は
、
他
に
ご
用

意
い
た
だ
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
推
進
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○受給者証の更新
　特別な手続きは不要ですが、受給者証は毎年更新されます。
　毎年 7 月に行う受給資格の審査※で、引き続き受給資格が認められた方には 7 月下
旬に新しい受給者証を郵送いたします。
※主に、「乳幼児・児童」以外の受給者証をお持ちの方の所得等について審査します。
○受給者証の再発行・変更の届出
　住所や姓の変更、受給者証の紛失・汚損の場合は、再発行が必要です。また、保
険証や口座が変わった場合は、届出が必要です。どちらの場合も、福祉課福祉推進係
へご相談ください。

制
度
の
利
用
に
は

「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」

の
取
得
が
必
要
で
す

福祉医療費給付制度の対象者
区　分 対象者 所得制限

乳幼児・児童 0歳から中学校３年生修了までの児童 なし

障がい者

次の条件に当てはまる障がい者
◦身体障害者手帳1 ～ 3 級
◦療育手帳 A1 ～ B2
◦精神保健福祉手帳1 ～ 3 級

扶 養 親 族 の人 数によっ
て、本人と扶養義務者の
所得に制限があります。
詳しくは、福祉課福祉推
進係へお問い合わせくだ
さい。

母　子 母子家庭等の母子（満18歳未満の児童
を扶養している母及びその児童）

父　子 父子家庭の父子（満18未満の児童を扶
養している父及びその児童）

福祉医療費受給者証の更新・再発行児

0 3 4
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

平成 16

平成 25
平成 26

8
7

1

平成 25 8 1

31

4 1

1 1

東御市 県 281 番地 2

東 御 市 長 印

東　御　花　子
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく、平成 24 年度の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」の確
報値は、表 1・2 のとおりとなりました。
　なお、市報とうみ10 月号（No.114）及び市公式ホームページでお知らせした速報値からの変更はありませんでした。

　

給
付
を
受
け
る
ま
で
の
一
連
の
手
続
き

は
、
受
診
す
る
医
療
機
関
等
が
長
野
県
内

に
あ
る
か
否
か
で
異
な
り
ま
す
。

①
医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
保
険
証
と

一
緒
に
受
給
者
証
を
提
示
し
、
医
療
費

の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　医療機関等の窓口で支払った一部負担金から、
受益者負担金等を差し引いた金額が給付されます。

※保険診療以外は対象外です。また、入院時の食
事代等や健康診断等も対象になりません。

医
療
費
給
付
の
受
け
方

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

※
や
む
を
得
ず
受
給
者
証
を
提
示
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
県
外
の
医
療
機
関
等

を
受
診
す
る
場
合
と
同
様
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て
か

ら
2
～
3
カ
月
後
に
、
ご
指
定
の
口
座

に
給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

①
医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
医
療
費
の

一
部
負
担
金
を
支
払
い
、
受
診
者
名
と

簡
単
な
診
療
内
容
が
確
認
で
き
る
領
収

書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
場
合
、
受
給
者
証
の
提
示
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

②
「
福
祉
医
療
費
給
付
申
請
書
」
に
領
収

書
を
添
付
し
て
福
祉
課
福
祉
推
進
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
提
出
は
、
受
診
し
た
翌
月
か

ら
1
年
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
書
の
受
付
か
ら
2
カ
月
以
内
に
、

ご
指
定
の
口
座
に
給
付
金
が
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
推
進
係

　

☎
64

－

８
８
８
８

（表1）健全化判断比率	 （単位：％）

指　　　　　　　標 東御市 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字の割合 － 013.51

連 結実 質赤字比 率 一般会計や公営企業会計を合わせた市全体の赤字額 － 018.51

実 質 公 債 費 比 率 市税等の年間収入のうち市全体の借金返済額が占め
る割合 08.4 025.0

将 来 負 担 比 率 市全体の借金等が市税等の年間収入の何年分にあた
るのかを表す指標（100％が1年分にあたります） 37.0 350.0

※赤字額・資金不足額が生じなかったため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の数値はありません。

（表2）資金不足比率（公営企業会計の資金に不足が生じているのかを表す指標）	 （単位：％）

会　計　名 東御市 早期健全化基準
水 道 事 業 会 計 －

20.0下 水 道 事 業 会 計 －
病 院 事 業 会 計 －

※いずれの会計も資金不足額が生じなかったため、資金不足比率の数値はありません。

福祉医療費の給付額

福
祉
医
療
費
給
付
額

窓
口
負
担
額
※

◦高額療養費
◦附加給付金
◦第三者行為による給付金
◦その他公費負担等
◦受益者負担金

＝ −

東御市の財政状況についてお知らせします
財政健全化法に基づく健全化判断比率及び資金不足比率（確報値）

●問い合わせ先
　総務課　財政係
　☎64 －５８０５

受給者証
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なるほど The ごみ (gomi) No.110

生ごみの堆肥化で可燃ごみを大幅削減!
木曽広域連合

ごみの資源化・減量化を進めるために②
事例紹介

　

木
曽
広
域
連
合
は
、
木
曽
町
、
上

松
町
、
南
木
曽
町
、
木
祖
村
、
王
滝

村
、
大
桑
村
の
３
町
３
村
で
構
成
さ

れ
、
人
口
は
２
万
９
５
５
０
人
で
、
世

帯
数
は
１
万
１
７
６
０
世
帯
、
面
積

は
、
１
５
４
６
・
26
㎢
で
す
。
当

市
（
人
口
３
万
１
１
９
３
人
、
世
帯
数

１
万
１
７
２
１
世
帯
、
面
積
１
１
２
・
30

㎢
）
と
比
較
す
る
と
、
面
積
に
お
い
て
は

大
き
く
違
い
ま
す
が
、
人
口
や
世
帯
数
に

お
い
て
は
数
値
が
近
く
、ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
つ
い
て
は
、
お
お
い
に
参
考
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　

同
広
域
連
合
で
は
、
焼
却
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
補
修
費
の
増
加
や
、
施
設
更
新

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
二
つ
あ
る
焼

　
市
で
は
、
上
田
地
域
広
域
連
合
の
ご
み

処
理
広
域
化
計
画
と
東
御
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
可
燃
ご
み
減

量
目
標
値
の
達
成
を
目
指
し
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
今
以
上
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
県
内
に
お
い
て
も
、
住
民
の
協
力
と
理

解
の
も
と
可
燃
ご
み
の
分
別
方
法
と
処
理

方
法
を
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
で
あ
る
木
曽
広
域
連
合
で
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
10
年
間
で
38
％
の

ご
み
の
減
量
を
達
成
！

却
施
設
を
一
つ
に
統
合
す
る
施
策
を
進
め

る
と
と
も
に
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
て
、
行
政
と
し
て
は
平
成
17
年
度

か
ら
、
可
燃
ご
み
の
２
割
か
ら
5
割
を
占

め
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
約
１
万
１
５
０
０
世

帯
が
参
加
し
、
年
間
９
３
９
ｔ
（
24
年
度

実
績
・
事
業
系
含
む
）
の
生
ご
み
が
堆
肥

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
の
処
理
量
は
、
15
年
度
に
は

1
万
１
７
０
ｔ
あ
り
ま
し
た
が
、
24
年
度

に
は
６
２
７
２
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。
10
年

間
か
け
て
約
３
９
０
０
ｔ
、
率
に
し
て
約

38
％
の
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
成
功
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
17
年
度
で

２
９
２
ｔ
、
24
年
度
で
９
３
９
ｔ
の
生
ご

み
が
堆
肥
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
取
り
組

み
が
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（図₁）生ごみ収集量の推移 （図₂）可燃ごみ収集量の推移

1，200

1，000

800

600

400

200

0

（ｔ）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

一般家庭

事業所

10年間で延べ6,728tの生ごみを堆肥化
12，000

10，000

8，000

6，000

4，000

2，000

0

（ｔ）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

約3,900tの減量化に成功

※旧楢川村からの搬入分（～H19）は除く

10,170t➡6,272t

▲木曽広域連合管内の生ごみ堆肥化施設
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生
ご
み
の
堆
肥
化
を
進
め
る
上
で
最
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
ご
み
以
外
の
も

の
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
分
別
す
る
と
と
も

に
、
水
切
り
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す

が
、
同
広
域
連
合
管
内
で
は
、
住
民
の
協

力
に
よ
り
そ
れ
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
進
め
る
上

で
は
、
衛
生
的
か
つ
効
率
的
に
生
ご
み
を

収
集
・
運
搬
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
同
広
域
連
合
管
内
で
は
、

生
ご
み
を
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

専
用
袋
（
容
量
10
Ｌ
・
重
さ
４
㎏
ま
で
）

に
詰
め
、
週
2
回
の
収
集
日
に
、
集
積
所

に
設
置
さ
れ
た
蓋
付
き
の
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に

袋
ご
と
入
れ
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
広
域
連
合
管
内
で
は
、
民
間
事
業
者

2
社
が
、
収
集
さ
れ
た
生
ご
み
の
堆
肥
化

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
は
、
お
が
く
ず
と
混
ぜ
合
わ
さ

れ
、
約
3
カ
月
間
か
け
て
堆
肥
化
さ
れ
ま

す
。
生
産
さ
れ
た
堆
肥
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
無
料
で
提
供
さ
れ
、
花
壇
や
田
畑
に

還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
循
環
型
社
会
構
築
の
観
点
か
ら
も
、

参
考
と
す
べ
き
事
例
で
す
。

　

木
曽
広
域
連
合
で
は
、
管
内
全
体
で
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
行
う
こ
と
で
、
可
燃
ご

み
の
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。
管
内
の
可

燃
ご
み
処
理
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

二
つ
あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
22

年
度
に
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
施
設
の
維
持

経
費
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
新
し
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

処
理
量
の
減
少
に
伴
う
想
定
規
模
の
縮
小

に
よ
り
、
建
設
費
用
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
ご
み
の
分
別
収
集
と
水
切
り
の
徹
底

に
よ
り
ご
み
を
出
す
回
数
や
そ
の
重
量
が

減
少
し
、
ご
み
出
し
の
際
に
感
じ
る
ス
ト

レ
ス
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衛
生
的
に
生
ご
み
を
収
集
す
る

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ラ

ス
に
よ
る
被
害
や
悪
臭
等
も
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。

◆
生
ご
み
堆
肥
化
成
功
の
カ
ギ
は

混
じ
り
気
の
な
い
生
ご
み
の
収
集

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

☎
63

－

６
８
１
４

◆
生
ご
み
堆
肥
の
生
産
と
利
用

◆
生
ご
み
の
堆
肥
化
で

　

う
れ
し
い
効
果
が
い
っ
ぱ
い

新
処
理
施
設
建
設
コ
ス
ト
が
圧
縮

生
ご
み
の
堆
肥
化
で

ご
み
出
し
の
ス
ト
レ
ス
が
緩
和

週２回収集

生ごみ堆肥化施設

集められた
生ごみは
約３カ月
かけて堆肥化
される

生ごみ指定袋
生分解性プラスチック

水切りをしてから、
生ごみ専用袋にいれる

ごみ集積所に設置
されている
ポリバケツに集める

ごみ集積所

生
ご
み
専
用

一般家庭

木曽広域連合　生ごみ堆肥化の流れ

花壇・田畑
生産された堆肥は
花壇や田畑に還元

生ごみ堆肥化施設

微生物により
分解されるごみ袋
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受賞作品の紹介
（敬称略）

　

11
月
16
日
、
第
10
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
が
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
９
５
８
名
の

皆
さ
ん
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
投
稿
者
が
集
ま
り
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
は
、
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で
の
研
究
会
が
部

門
ご
と
に
行
わ
れ
、
選
者
の
先
生
に
よ
る
指
導
や
相
互
の
作
品
の
鑑
賞

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
今
年
の
力
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

選
者　

小こ
み
や
ま

宮
山　

久ひ
さ
こ子

・
中な

か
じ
ま島　

雅ま
さ
こ子

・
宮み

や
ざ
わ澤　

渉
わ
た
る

選
者　

酒さ
か
い井　

力
つ
と
む

【
短
歌
の
部
】

【
現
代
詩
の
部
】

○
文
化
協
会
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
市
長
賞

○
市
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

朝
ま
だ
き
レ
タ
ス
収
穫
に
出
で
て
行
く

空
に
や
さ
し
く
滲
む
満
月

か
は
た
れ
を
鳴
く
雉
子
の
声
聞
き
な
が
ら

手
に
み
づ
み
づ
し
レ
タ
ス
穫
り
ゆ
く

二
百
五
十
万
の
一
人
か

遺
骨
な
き
父
と
思
ひ
ぬ
ル
ソ
ン
の
石
を

校
庭
の
す
み
に
積
ま
れ
し
木
の
机

こ
ぼ
れ
日
さ
せ
ば
子
等
の
名
う
か
ぶ

待
合
室
は
い
つ
だ
っ
て
人
だ
ま
り
で

み
ん
な
辺
り
を
窺
う
よ
う
な
面
差
し
で
い
る

低
く
流
れ
る
音
楽
は

無
為
に
天
井
を
這
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が

緊
張
を
解ほ

ぐ

す
の
に
少
し
は
役
だ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

こ
こ
に
は
多
く
の
不
安
と

そ
れ
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
安
心
が
同
席
し

ま
る
で
縦
糸
と
横
糸
み
た
い
な
様さ

ま

を
醸
し
て
い
る

だ
か
ら
か
人
の
語
り
口
に
は
一
様
に
重
さ
が
あ
り

と
き
に
饒
舌
で
妙
な
和
が
で
き
た
り
力
関
係
も
う
ま
れ
る

こ
こ
を
一
歩
で
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
だ
っ
て

誰
も
が
知
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
…

な
か
に
は
一
切
を
超
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

諦
め
が
あ
る
の
も
確
か
だ
…

な
ん
と
も
不
思
議
な
一ひ

と
ま
く幕
の
あ
る
の
が
こ
こ
だ

「
総
合
病
院
」

「
う
さ
ぎ
小
屋
と
月
」

「
真
冬
の
散
歩
道
」

「
百
日
紅
讃
歌
」

戸と
ぼ
り堀　

は
つ
み

戸と
ぼ
り堀　

は
つ
み

清し
み
ず水　

恵け
い
こ子

小こ
み
や
ま

宮
山　

若わ
か
ば葉

宮み
や
さ
か坂　

春は
る
よ代

諸も
ろ
や
ま山　

照て
る
お男

山や
ま
う
ら浦　

道み
ち
ゆ
き幸

栗く
り
は
ら原　

陽よ
う
こ子

総
合
病
院

宮　

坂　

春　

代

（2014年 1月）市報とうみ 14



第10回東御市

短詩型文学祭
選
者　

国く
に
み見　

敏と
し
こ子
・
島し

ま
だ田　

洋よ
う
こ子
・
瀧た

き
ざ
わ澤　

宏こ
う
じ司

選
者　

佐さ
と
う藤　

崇た
か
こ子

【
俳
句
の
部
】

【
川
柳
の
部
】

○
市
長
賞

○
市
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

少
年
の
肩
い
か
ら
せ
る
油
照

お
か
あ
さ
ん
た
っ
た
五
文
字
の
あ
た
ヽ
か
さ

炊
き
立
て
の
御
飯
ず
っ
し
り
夏
休
み

平
凡
と
云
う
幸
せ
に
丸
く
住
む

水
太
く
食
器
を
洗
ふ
終
戦
日

い
い
笑
顔
人
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

赤
と
ん
ぼ
水
面
傷
め
ず
産
卵
す

ま
だ
ま
だ
と
雑
草
引
く
汗
に
老
い
の
自
負

渡わ
た
な
べ辺　

絹き
ぬ
え江

大お
び
な
た

日
向　

紋あ
や
こ子

佐さ

さ

き
々
木　

芳よ
し
お夫

上う
え
の野　

秀し
ゅ
う
こ湖

中な
か
じ
ま島　

君き
み
え江

佐さ
と
う藤　

君き
み
こ子

三み
う
ら浦　

雅ま
さ
こ子

竹た
け
う
ち内　

初は
つ
え江

お
し
な
べ
て
一い

っ
す
い炊
の
夢
だ
な
ん
て

わ
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
呟
き
な
が
ら
カ
ー
ド
を
差
し
込
む
と

だ
っ
た
ら
な
ぜ
足
繁
く
通
う
と
だ
れ
か
が
嗤
う

車
椅
子
の
軋
み
と
磨
か
れ
た
床

臆
病
な
目
線
の
先
に
は
読
み
や
す
い
案
内
板

大
き
な
鉢
植
え
と
前
衛
ア
ー
ト

そ
こ
い
ら
に
漂
う
薬
品
の
匂
い

天
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
零こ

ぼ

れ
る
と

７
月
の
日
ざ
し
で
も
と
て
も
や
さ
し
い

不
釣
り
合
い
の
中
か
ら
紡
が
れ
る
調
和
は

不
安
と
安
心
の
融
合
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
空
間
は
な
ん
ど
出
遭
っ
て
も
親
し
む
こ
と
は
な
い
が

そ
れ
で
も
未
来
は
も
は
や
背
中
に
あ
り

見ま
み

え
た
過
去
を
た
だ
抱
き
し
め
る
ほ
か
無
い
…

そ
う
思
え
ば

こ
ん
な
時
間
が
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い

な
に
が
足
り
な
く
て
な
に
が
過
ぎ
た
の
か
…

自
分
以
外
を
ど
れ
だ
け
愛
せ
た
か
…

ガ
ラ
に
も
な
く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
気
分
に
な
る
の
だ

あ
ん
な
に
迷
い
猫
を
引
き
取
っ
た
の
に
…
と

つ
い
つ
い
本
音
も
で
た
り
す
る

そ
し
て

遠
く
空
砲
の
よ
う
な
雷
に
思
考
は
中
断
さ
れ

そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
明
け
だ
な
ぁ
…
な
ん
て

ご
く
普
通
の
感
情
に
促
さ
れ
る
よ
う
に

中な
か

待
合
い
へ
と
立
ち
上
が
る

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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民生・児童委員を紹介します
任期　平成25年12月₁日～平成28年11月30日　【平成25年12月₁日現在　定員81名】（敬称略）

地
区 担当地域 氏　名

田　
　
　

中

加沢1･3 竹村　洋子

加沢2･4 大塚　咲子

加沢5･6 山浦喜久雄

常田1～3 山邉　吉憲

常田4・5 柳澤　敏子

常田6～8 渡邉　洋子

常田9～11 増田　章子

田中（栄町・天神町） 蓬田　　源

田中（中央会・南町） 北森　宏之

田中（稲荷町） 栁沢まさる
田中（駅前・田町1～17、
25～27) 小林　　泉
田中（田町18～24、28・
神栄・東海電気・サンコー
ポラス東部・郷仕川原町)

乘川　みき

県1･2 春原　和也

県3～5 依田　政一

本海野1～3 矢嶋　敬五

本海野4・5 松林　隆江

本海野6･7 関　　節子

西海野 堀川　竹子

白鳥台 阿部　芳子

城ノ前 佐藤美代子

主任児童委員 栗原　陽子

地
区 担当地域 氏　名

滋　
　
　

野

中屋敷 若林　敏子

別府 塚原　静子

原口1･2 小野澤りつ子

原口3･4、聖 髙藤　　博

乙女平2･6･7 町田　　勝

乙女平3～5 片田　清子

乙女平1、王子平 小林　岸子

主任児童委員 阿部冨美子

地
区 担当地域 氏　名

滋　
　
　

野

赤岩 唐澤　淳子

片羽１ 饗場美　子

片羽2・3 市河　秀夫

桜井1～3 寺島　和惠

桜井4～6 市川　広德

大石1～3 栁沢　登美

大石4･5 寺島　明子

地
区 担当地域 氏　名

祢　
　
　

津

奈良原、湯の丸、横堰 石鍋よし子

新張1・4 柏原　文一

新張2・3･5 宮島　敦子
出場、リードリーくらか
け、鞍掛自治区 花岡　京子

金井 荻原　絹枝

新屋 中村　武人
東町（油田・新田・山
道） 宮下　通子
東町（京町東・京町西・
本町・宮川） 後藤　菊夫
西宮（城前を除く）、滝
ノ沢 戸堀　勝利

西宮（城前）、姫子沢 飯島　廣一

祢津南 滝澤　和子

伊勢原 堀篭百合子

主任児童委員 楢原みち代

地
区 担当地域 氏　名

和

栗林 竹内　忠世

海善寺 竹内　好美

海善寺北 大谷美知子

曽根(東部･南部) 金子　弘子

曽根(西部･北部) 松井　清和

東深井、西深井 清水　雅人

日向が丘1～3、7 荻原よね子

日向が丘4、6、睦 小池　孝治

主任児童委員 原澤　令子

地
区 担当地域 氏　名

和

東上田（姫子沢・釜村
田・井高・桜坂） 白石　幸男
東上田（弁天通・上手通・
中通・長峰・原） 関　　厚子
東上田（下通・下通1）、
寺坂 小林　　弘

田沢1･2、東入、西入 山浦　夏子

田沢3、西田沢、タタラ堂 竹花　和子

大川 眞壁　善之

地
区 担当地域 氏　名

北　

御　

牧

上八重原2･3･6、田楽平 白倉　征恵

上八重原1･4･5･7、白樺 滝澤　貴美

中八重原 両⻆　勝德

山崎、芸術むら 久堀さち子

下八重原(西部) 依田　昭次

下八重原(東部) 依田　岩衛

切久保、八反田 渡邉ともゑ

本下之城、田之尻 小宮山和子

宮、畔田 畑田美佐子

御牧原南部 丸山　　和

御牧原北部 押本　正美

布下、常満 渡邉　孝和

島川原 相原　泰昭

大日向、光ケ丘 荻原　輝久

羽毛山、牧ケ原 竹重　公夫

主任児童委員 宮坂美代子

主任児童委員 丸山　京子

※以上の皆さんは、市福祉委員も兼務して
います。

●問い合わせ先　福祉課　福祉推進係（総合福祉センター内）　☎64 －８８８８

地域をサ
ポートする

身近な相
談相手
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市
議
会
第
4
回
定
例
会
が
12
月

3
日
開
会
し
、
20
日
ま
で
18
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
平
成
25
年

度
一
般
・
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の

補
正
予
算
2
件
を
は
じ
め
、
条
例

（
前
略
）

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
う

し
た
国
や
県
の
状
況
と
実
際
の
現

実
を
直
視
す
る
中
、
当
面
の
間
、

税
収
等
を
慎
重
に
見
込
み
つ
つ
、

実
施
計
画
の
策
定
と
新
年
度
予
算

の
編
成
作
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
健
全
財
政
の
堅
持

を
旨
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
行
財
政
の

市
議
会
第
4
回
定
例
会

37
議
案
を
審
議

市
長
招
集
あ
い
さ
つ

（
抜
粋
）
簡
素
・
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

一
層
の
経
費
の
節
減
、
合
理
化
と

財
源
の
重
点
的
配
分
に
徹
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
政
を
お
預
か
り
す
る
責
任
者

と
し
て
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
指

し
示
し
、
確
実
な
一
歩
を
踏
み
出

す
べ
く
、
市
民
益
に
適
う
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

そ
の
考
え
の
一
端
を
、
補
正
予

算
や
条
例
の
改
正
を
通
し
て
こ
の

定
例
会
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
中
略
）

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
更
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
直

面
し
、
常
に
停
滞
と
後
退
は
許
さ

れ
な
い
市
民
生
活
に
直
結
す
る
行

政
を
担
う
自
治
体
の
首
長
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
の
重
さ
と
果
た
す
べ

き
役
割
の
重
要
さ
を
再
認
識
致
し

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
全
と
安
心
を

実
感
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
目

指
し
て
、
真
に
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
安
定
し
た
市
政
運
営
を
進

め
る
べ
く
、
今
後
も
「
市
民
益
」

を
第
一
義
に
据
え
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
つ
つ
、
現
下
の

情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
最
善
の

選
択
肢
を
求
め
て
、
市
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
粉
骨
砕
身
努
め
て
ま

い
る
こ
と
を
改
め
て
こ
こ
に
お
誓

い
申
し
上
げ
、
本
定
例
会
招
集
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

※
原
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
10

件
、
市
内
各
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
18
件
、
そ
の
他

7
件
の
計
37
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
2
件
、
陳
情

１
件
が
各
常
任
委
員
会
へ
16
日
に

付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
月

発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

☎
64

－
５
８
１
０

　

北
御
牧
児
童
館
で
は
、
１
２
０

人
前
後
の
子
ど
も
達
が
、
放
課
後

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

遊
び
や
宿
題
、
職
員
と
の
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
、
そ
の
過
ご
し
方
は

様
々
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
大
好
き
な
行
事

の
一
つ
で
も
あ
る
「
お
話
の
会
」

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
り
年
間
5
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
型
絵
本
、紙
芝
居
、手
遊
び
、

ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
沢

山
の
出
し
物
に
児
童

も
職
員
も
毎
回
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
北
御
牧
児

童
館
は
、
建
物
の
向

か
い
側
に
読
書
施
設

「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
童
夢
」

が
あ
り
、
本
と
触
れ

合
う
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
の
「
お
話
の
会
」

の
時
間
は
、
楽
し
い

だ
け
で
な
く
、
新
し

い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と

出
会
う
き
っ
か
け
と

な
り
、
子
ど
も
達
の

視
野
を
広
げ
る
こ
と

に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　
「
お
話
の
会
」
以
外
に
も
、
月

一
度
の
行
事
や
教
室
活
動
（
け
ん

玉
、
囲
碁
、
将
棋
、
手
話
な
ど
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
成
長
に
と
っ
て
は
、

視
野
を
広
げ
る
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
が
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

北
御
牧
児
童
館
の
話
題
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誕生日おめでとう！（１月生まれ）

名
な

取
とり

　希
き

野
の

くん（王子平）
（１歳、H25. 1. 2 生）

坂
さか

井
い

　結
ゆう

紀
き

くん（本海野）
（１歳、H25. 1.22 生）

直
なお

井
い

　柊
しゅう

くん（山崎）
（２歳、H24. 1.12 生）

小
お が わ ら

川原　唯
ゆい

斗
と

くん（別府）
（２歳、H24. 1.17生）

馬
ば

場
ば

　絢
あや

太
た

くん（常田）
（１歳、H25. 1. 7生）

依
よ

田
だ

　悠
ゆ

樹
き

矢
や

くん（下八重原）
（２歳、H24. 1.20 生）

神
こう

津
づ

　陽
はる

大
と

くん（片羽）
（２歳、H24. 1.28生）

久
く

保
ぼ

　愛
あい

來
ら

ちゃん（県）
（２歳、H24. 1. 3 生）

白
しら

倉
くら

　あかりちゃん（城ノ前）
（２歳、H24. 1.29 生）

荻
おぎ

原
はら

　想
そ

乃
な

ちゃん（布下）
（３歳、H23. 1. 1生）

　毎日元気いっぱいの希野、みんなが
その姿に幸せをもらっているよ。日々
の成長がとても愛しいよ。周りの人に
も感謝の1年です。

　笑顔の優しいゆうき。1歳のお誕生
日おめでとう♥お姉ちゃん・お兄ちゃん
のマネをして毎日いっぱい遊ぶわんぱ
くゆうき！！早くみんなで走り回れるよ
うに、大きくなぁーれ！！

　2 歳おめでとう！！車が大好き！食べ
るの大好き、イタズラ大好き！少しヤ
ンチャな柊だけど、これからの成長が
とても楽しみだよ。いっぱい笑って、
泣いて大きくなってね♥

　2 歳のお誕生日オメデトウ♪車と電
車が大好きな唯斗♥妹が生まれてグッ
とお兄ちゃんらしくなったよね。元気
いっぱい大きくなってね。

　お誕生日おめでとう♥よく笑い、よ
く食べ、よく喋り、とても活発な絢太。
元気で大きくなぁれ♥大好きだよ♥

　いつもみんなを笑顔にしてくれるゆ
きやくん★ 2 歳のお誕生日おめでと
う！これからもいっぱい泣いて笑って
元気に大きくなってね♪

　陽大くん、2 歳のお誕生日おめでと
う！！やんちゃなわりに大きな怪我も
なく、元気いっぱい遊んでいるね♪こ
れからの成長が楽しみです♥

　愛來の笑顔にみんな癒され、愛來
のチュウにパパはデレデレな毎日♥そ
んな毎日がとっても大切で幸せです！
ゆっくりのんびり大きくなってね♥

　2 歳の誕生日おめでとう♥いろいろ
できるようになって毎日ビックリして
いるよ。友達たくさんできるといいね
♥

　頑張り屋さんで甘えん坊、ご飯大ス
キ♥これからもさうねぇと良きライバ
ルでいてね♪想乃、3 歳おめでとさん
(＾_＾)v
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山
やま

浦
うら

　ゆいなちゃん（大石）
（３歳、H23. 1.13生）

渡
わた

辺
なべ

　理
り

子
こ

ちゃん（栗林）
（３歳、H23. 1.21生）

　甘えん坊のゆいなチャン★いつも
ママのお手伝いをしてくれてありがと
う！頑張り屋サンのゆいなチャン大好
きだよ♥ 3 歳おめでとう♪

　理子ちゃん♥ 3 歳のお誕生日おめで
とう！まだまだ甘えん坊だけど、一人
で出来ることがだんだんと増えてきて
スゴイね！4月からは年少さん。お友
達たくさんできるといいね！！

（対象者 2 月生まれの
3歳まで）

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添え
て、企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお、紙面の都合上適宜編
集いたしますのでご了承ください。締め切りは、1月10日（金）必着。締め切りを過ぎたものについてはいかな
る場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆

　

私
た
ち
の
北
御
牧
小
学
校
で
は
、
な
か

よ
し
句
間
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
な
か
よ
し
句
間
と
は
、
ふ
だ
ん
は
遊

ば
な
い
学
年
や
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
る
期
間
で
す
。
交
流
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
、
学
校
全
体
で
取
り
組
み
ま

す
。

　

例
え
ば
、
な
か
よ
し
郵
便
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
仲
良
く
な
り
た
い
人
や
、

仲
の
い
い
友
達
な
ど
と
、
手
紙
で
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
手
が
う
れ
し
く

な
る
よ
う
な
こ
と
を
書
き
ま
す
。
も
ら
う

と
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
て
く
れ

た
ん
だ
」と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

手
紙
は
一
生
の
宝
物
に
も
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
姉
妹
学
級
の
人
た
ち
と
、
交

流
を
し
た
り
し
ま
す
。
六
年
生
と
一
年
生

は
、
氷
お
に
や
、
手
つ
な
ぎ
お
に
な
ど
を

や
り
ま
し
た
。
ペ
ア
の
人
と
、
ず
っ
と
手

を
つ
な
い
で
走
り
ま
わ
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
ペ
ア
の
子
と
仲
良
し
に
な
る
こ
と
が

な
か
よ
し
句
間

北
御
牧
小
学
校
六
年

栗く
り

林ば
や
し　
明あ

日す

美み

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
な
か
よ
し
句
間
で
は
、

ふ
だ
ん
は
遊
ば
な
い
学
年
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
な
か
よ
し
句
間
は
、
楽
し

く
友
達
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
学
校
全
体

が
明
る
く
な
る
、
と
て
も
良
い
取
り
組
み

な
の
で
す
。

　

十
月
二
十
七
日
、
僕
に
と
っ
て
初
め
て

の
北
御
牧
一
周
駅
伝
大
会
で
し
た
。

　

駅
伝
の
練
習
は
ク
ラ
ス
の
体
育
委
員
が

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
進
め
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
の
外
を
走
っ
た
り
、
鬼
ご
っ

こ
を
や
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
体
力
作

り
を
し
ま
し
た
。
選
手
を
決
め
る
と
き
も

体
育
委
員
が
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
「
こ
の
区
間
が
走
り
た
い
」
と
い
う
希

望
が
あ
っ
た
の
で
、
選
手
決
め
の
時
は
と

て
も
大
変
で
し
た
。
そ
し
て
僕
が
走
る
区

間
は
四
区
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
ど
ん
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
、

い
よ
い
よ
当
日
で
す
。
当
日
は
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
三
区
の
人
か
ら
タ
ス
キ
を

も
ら
い
、
僕
は
「
絶
対
に
前
の
人
を
抜
い

て
や
る
」
と
思
っ
て
走
り
ま
し
た
。
何
と

か
順
位
を
上
げ
て
次
の
人
に
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ

ス
全
員
で
走
り
切
っ
て
五
位
で
ゴ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
五
位
で

悔
し
い
け
れ
ど
、

み
ん
な
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
た
し
、
と
っ

て
も
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
、
一
位

を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

初
め
て
の
駅
伝
大
会

北
御
牧
中
学
校
一
年

小こ
ば
や
し林

　
哲て
っ
ぺ
い平

　12月１日、「第13回ふるさとCM大
賞NAGANO」（長野朝日放送主催）
の最終審査会が長野市若里市民文化
ホールで開催され、東御市ビデオクラ
ブ（金

かな

井
い

登
のぼる

会長）制作の30秒CM「く
るみの　ひ・み・つ」が大賞に次ぐ、
優秀賞（市長会会長賞）を受賞しました。
　この作品は、優秀賞の副賞として、
同局で1月から年間50本放送されるこ
とになりました。
　なお、最終審査会の様子は、１月４日、
午後３時30分から同局で放送予定です。

東御市名産のくるみをPR

CM「くるみの
　　　ひ・み・つ」

1月から

放送さ
れ

ます！
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を
腕
に
巻
く
タ
イ
プ
、
ま
た
は
腕
を
機
械

に
通
し
て
測
定
す
る
タ
イ
プ
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

な
お
、
手
首
や
指
で
測
る
タ
イ
プ
の
血

圧
計
も
あ
り
ま
す
が
、
前
者
の
方
が
よ
り

正
確
な
測
定
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
朝
と
夜
の
1
日
2
回
測
り
ま
し
ょ
う
。

②
イ
ス
に
座
っ
て
1
～
2
分
経
過
し
て
か

ら
測
り
ま
し
ょ
う
。

③
カ
フ
は
心
臓
と
同
じ
高
さ
で
。

④
朝
と
夜
の
血
圧
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
血
圧
の
基
準
値
は
、
収
縮
期
血
圧
が

１
３
５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
、
拡
張
期
血
圧
が
85
ｍ

ｍ
Ｈ
ｇ
で
す
。
こ
の
ど
ち
ら
か
で
も
高
い

値
が
続
く
時
は
、
記
録
を
持
っ
て
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

血
圧
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

寒
さ
は
血
圧
を
上
げ
る
原
因
の
一
つ
で
、

夏
に
は
正
常
値
だ
っ
た
方
で
も
、
冬
に
な

る
と
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
血
管
が
硬

く
な
り
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
た
め
に
も
、
日
々
の
血
圧
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
は
時
間
帯
や
環
境
、
精
神
状
態
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
中
の
血
圧
は
正
常
で
も
、

早
朝
や
夜
に
な
る
と
血
圧
が
高
く
な
る
方

が
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
や
健
診
で
は
血

圧
が
高
く
て
も
家
で
は
正
常
値
に
な
る
方

（
白
衣
性
高
血
圧
）
や
、
逆
に
病
院
で
は

正
常
値
な
の
に
家
で
測
定
す
る
と
血
圧
が

高
く
な
る
方（
仮
面
性
高
血
圧
）も
い
ま
す
。

　

本
当
の
血
圧
を
知
る
た
め
に
は
、
家
庭

に
お
け
る
血
圧
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

家
庭
で
血
圧
を
測
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、

カ
フ
（
空
気
を
入
れ
て
膨
ら
ま
せ
る
袋
）

家
庭
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

昆
こん

　雅
まさ

子
こ

 保健師

家
庭
に
お
け
る

　
　
　
　

血
圧
測
定
の
す
す
め

血
圧
計
の
選
び
方

血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

高
血
圧
の
基
準
値

測るタイミング
朝：起床後1時間以内（トイレの後、朝食前、薬の服用前）
夜：就寝前（入浴や飲酒の直後は避ける）

イスに座って
呼吸を整える。 カフは心臓と

同じ高さに。

薄手のシャツ
なら着たまま
でOK。

血圧を記録
する。

高血圧の基準値

高血圧症
医師に相談を！

正常高値
やや高め。血圧の経過を見ましょう。

正常値
毎年、健診で確認しましょう。

※基準値は「高血圧治療ガイドライン2009」
（日本高血圧学会）によるものです。

mmHg

85

125 135

80

mmHg

拡
張
期
血
圧

収縮期血圧

　

11
月
16
日
、
17
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
、
長
野
市
か
ら
飯
田
市
ま
で
の
22
区
間
、

２
１
７
・
5
㎞
を
舞
台
に
第
62
回
長
野
県

縦
断
駅
伝
競
走
が
行
わ
れ
、
上
田
東
御
小

県
チ
ー
ム
が
総
合
第
2
位
の
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
く
優
勝
を
目
指
し
た
上
田
東

御
小
県
チ
ー
ム
は
、
市
内
の
企
業
に
所
属

す
る
小こ

山や
ま

祐ゆ
う

太た

さ
ん
の
活
躍
な
ど
に
よ
り

1
日
目
を
ト
ッ
プ
で
終
え
ま
し
た
が
、
2

日
目
に
全
諏
訪
チ
ー
ム
の
激
し
い
追
い
上

げ
を
受
け
て
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
、
総

合
順
位
2
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

成
績
報
告
の
た
め
、
11
月
27
日
に
市
役

所
を
訪
れ
た

宮み
や

岡お
か

聖せ
い

次じ

監

督
は
、「
中

学
生
・
高
校

生
が
伸
び
て

い
る
。
彼
ら

が
成
長
す
れ

ば
来
年
も
期

待
で
き
る
」

と
話
し
、
1

年
後
の
大
会

を
見
据
え
て

い
ま
し
た
。

第
62
回
県
縦
断
駅
伝

上
田
東
御
小
県
チ
ー
ム

総
合
第
２
位
の
好
成
績

▲成績報告のようす（11月27日）

血圧計を無料で 2 週間
貸し出します

希望される方は電話で予約を！
健康保健課　健康増進係　☎ 64 − 8883
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館
　
☎
64

−

５
８
８
６

1
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【「
は
じ
め
」
の
本
】

　

新
春
か
ら「
は
じ
め
る
」本
や
、シ
リ
ー
ズ

の
第
１
巻
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

◦
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
魅
せ
る
！

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
こ
つ
50

◦
子
犬
の
育
て
方
・
し
つ
け西に

し

川か
わ　

文ぶ
ん

二じ

：
著

新
星
出
版
社

相あ
い

澤ざ
わ　

盛も
り

夫お

：
監
修

メ
イ
ツ
出
版

館長の つぶやき
　新しい「午年」を迎えました。図書
館もまた、一昨年 11月新館になって
２年目に入っています。開館から１年
経過の状況をお知らせします。来館さ
れた方が延べ 13 万７千人余、貸出・
パソコン・研修室などをご利用いただ
いた方は４万７千人、1年間の貸出冊
数は 21万３千冊でした。旧図書館と
比べるととても大きな数字です。図書
館は、いつでも・誰でも・自由に無料
で利用いただける施設。これからもい
ろんなサービス空間を提供していきま
す。新館になって市外からの視察者も
増え、「明るい図書館ですね」と、う
れしい声をいただきます。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

人
と
本
を
つ
な
ぐ

　

今
回
は
、
図
書
館
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
た
ま
ご
」
の
お
二
人

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
は
な
し
た
ま
ご
」
の
グ

ル
ー
プ
名
に
は
、「
た
ま
ご
の

中
か
ら
色
々
な
お
話
が
生
ま

れ
て
く
る
よ
」
と
の
意
味
も
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
の
、
た
ま
ご
を
割
る
の
は
、

お
は
な
し
会
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
特
権
で
す
。
た
ま
ご
を
割
る
役

に
選
ば
れ
た
子
の
、
嬉
し
そ
う
な
顔
！

　

お
は
な
し
会
は
、
テ
ー
マ
の
流
れ
に

沿
っ
て
進
み
ま
す
。
自
ら
も
楽
し
む
と

い
う
事
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
お
二
人

を
中
心
に
、
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ

の
世
界
は
拡
が
っ
て
い
き
ま
す
。
時
に

ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
と
い
う
内
容
で
も
、

子
ど
も
た

ち
は
、
楽

し
み
な
が

ら
自
然
に

お
は
な
し

の
世
界
に

集
中
し
て

い
き
ま
す
。

　

◆
一
般
書

◦
明
日
へ
の
叡
智…

…
…
村む

ら

上か
み　

和か
ず

雄お

：
著

・
86
の
お
い
し
い
雑
炊

…
…
…
武む

蔵さ
し　

裕ゆ
う

子こ

：
著

◦
日
本
の
漫
画
へ
の
感
謝

…
…
…
四よ

方も

田た　

犬い
ぬ

彦ひ
こ

：
著

◦
晩
年
様
式
集…

…
…
大お

お

江え　

健け
ん

三さ
ぶ

郎ろ
う

：
著

◦
冬
虫
夏
草

…
…
…
梨な

し

木き　

果か

歩ほ

：
著

◆
児
童
書

◦
図
書
館
の
ト
リ
セ
ツ

…
…
…
福ふ

く

本も
と　

友ゆ

美み

子こ

：
作

・
マ
ッ
テ
ィ
の
う
そ
と
ほ
ん
と
の
物
語

…
…
…
ザ
ラ
ー
・
ナ
オ
ウ
ラ
：
作

・
お
か
あ
さ
ん
、
ス
ゴ
イ
！

…
…
…
ス
ギ
ヤ
マ　

カ
ナ
ヨ
：
作

・
う
ま
ち
ゃ
ん
か
け
っ
こ
な
ら
ま
け
な
い
も
ん
！

…
…
…
ふ
く
ざ
わ　

ゆ
み
こ
：
絵

・
は
ー
く
し
ょ
い

…
…
…
せ
な　

け
い
こ
：
作

日 月 火 水 木 金 土
❶ ❷ ❸ ❹

5 ❻ 7 8 9 10 11
12 13 � 15 16 17 18
19 � 21 22 23 24 25
26 � 28 29 30 �

1月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

※開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

※年末年始の休館は12月27日
から1月 4日までです。図書
の返却は図書館入口に設置
している返却ポストをご利用
ください。

▲「おはなしたまご」のお二人

♪
た
ま
ご
が
ひ
と
つ
　
た
ま
ご
が
ふ
た
つ

　
み
っ
つ
　
よ
っ
つ
　
生
ま
れ
た
よ
～

　
中
か
ら
飛
び
出
す
お
は
な
し

　
今
日
は
何
か
な
？
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興
味
深
い
幼
児
期
の
調
査
が
あ
り
ま
す
。

鹿
屋
体
育
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

幼
児
の
運
動
能
力
に
関
す
る
全
国
調
査
で

は
、「
一
斉
保
育
中
心
の
園
よ
り
も
、
自

由
遊
び
を
活
動
の
中
心
に
し
て
い
る
園
の

方
が
、
園
児
の
運
動
能
力
が
高
い
」、「
運

動
指
導
を
行
っ
て
い
る
園
よ
り
も
、
運
動

指
導
を
行
っ
て
い
な
い
園
の
方
が
、
園
児

の
運
動
能
力
が
高
い
」
と
い
う
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
調
査
で
運
動
能
力
が
低
い
園
に
共

通
し
て
い
る
こ
と
は
、
指
導
さ
れ
る
頻
度

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
指
導
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
や
、
上
手

に
で
き
る
か
ど
う
か
評
価
さ
れ
る
場
面
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
ス
ト
レ
ス
に
感
じ

る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
運
動

指
導
が
子
ど
も
の
主
体
的
な
行
動
や
遊
び

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
運
動
発
達
に
マ
イ

ナ
ス
な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、

わ
た
な
べ

し
ん  

や �

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
⑲

幼
児
期
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
や
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
、
結
果
的
に
子
ど
も
の
運
動
能
力
を

伸
ば
し
、
さ
ら
に
は
心
と
か
ら
だ
の
バ
ラ

ン
ス
よ
い
成
長
に
も
繋
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
運
動
指
導
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
子
ど
も
が
主
体
的
、
か
つ
自
由

に
遊
べ
る
時
間
の
割
合
を
多
く
す
る
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
社
会
で
は
、
少
子
化
や
治
安
の
問

題
で
子
ど
も
だ
け
で
自
由
に
遊
べ
る
環
境

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
っ
て
「
ガ
キ
大
将
」
と
い
う
存
在
も
消

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
遊
び
の

情
報
屋
を
兼
ね
て
い
た
「
ガ
キ
大
将
」
が

い
た
こ
と
で
、
自
然
と
子
ど
も
同
士
で
遊

び
の
伝
承
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
ガ

キ
大
将
」
が
不
在
の
現
代
で
は
、
大
人
が

運
動
指
導
を
通
じ
て
遊
び
へ
の
「
き
っ
か

け
づ
く
り
」（
情
報
提
供
）
を
す
る
こ
と
や
、

遊
び
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
絶

対
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
「
き
っ
か
け
づ

く
り
」
と
い
う
観
点
で
、
特
に
幼
児
期
に

は
決
し
て
教
え
込
ん
で
完
成
さ
せ
る
必
要

は
な
く
、
理
屈
抜
き
で
、
遊
び
そ
の
も
の

が
楽
し
め
る
環
境
（
人
的
、
物
理
的
、
社

会
的
）
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
事
例
〉

　

カ
タ
ロ
グ
で
気
に
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
見

つ
け
申
し
込
ん
だ
が
、
実
際
に
送
ら
れ
て

き
た
品
物
を
見
る
と
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
た
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
し
た
い
と
相
手
側
に
伝
え
た

が
、「
カ
タ
ロ
グ
で
の
お
申
し
込
み
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ

た
。
本
当
に
で
き
な
い
の
か
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
・
水
・
金（
祝
日
除
く
）の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消

費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◦
カ
タ
ロ
グ
で
購
入
し
た
場
合
は
「
通
信

販
売
」
と
な
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。
返
品
特
約
を
見

て
、「
返
品
不
可
」
の
記
載
が
あ
れ
ば

返
品
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
購
入

の
際
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
価
格
だ
け
で
な

く
、
返
品
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
返
品
が
可
能
で
も
、
送
り
返

す
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
ま
た
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）」
と
は
、
冷
静
に
考
え
る
時

間
を
設
け
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

不
意
打
ち
と
な
る
よ
う
な
「
訪
問
販

売
」
や
「
電
話
勧
誘
販
売
」
は
８
日
間

以
内
で
あ
れ
ば
解
約
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、「
訪
問
購
入
（
買
い
取
り
）」（
８

日
間
）、「
特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ

ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、英
会
話
教
室
等
）」（
８

日
間
）、「
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商

法
）」（
20
日
間
）、「
業
務
提
供
誘
引
販

売
（
内
職
商
法
、
モ
ニ
タ
ー
商
法
等
）」

（
20
日
間
）に
つ
い
て
も
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
適
用
で
き
ま
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
、

契
約
書
の
取
り
交
わ
し
が
な
い
時
や
、

契
約
書
に
不
備
が
見
つ
か
れ
ば
、
契
約

解
除
の
申
し
入
れ
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
は
、
正
式
な
契
約
書
を
受
け
取
っ

た
日
を
1
日
目
と
し
て
数
え
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０２


　

※
火
・
水
・
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

「
通
信
販
売
」っ
て
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
で
き
な
い
の
？

自
由
遊
び
の
必
要
性
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宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
地
域
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
を
行
う
団
体
（
区
、
自
治
会

等
）
を
対
象
に
、
活
動
に
必
要
な
設
備
・

備
品
等
の
整
備
に
要
す
る
費
用
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
と
広

報
を
目
的
と
す
る
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
（
財
）
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
曽
根
区
、
畔
田
区
、

御
牧
原
南
部
区
が
こ
の
助
成
事
業
を
活
用

し
ま
し
た
。
そ
ろ
え
ら
れ
た
設
備
・
備
品

等
は
、
地
域
行
事
や
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
等
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自
治

総
合
セ
ン

タ
ー
）
を

活
用
し
、

イ
ベ
ン
ト

用
テ
ン
ト

を
整
備
し

ま
し
た
。

　

地
域
活
動
助
成
事
業
（
県
市
町
村
振
興

協
会
）
を
活
用
し
、
屋
外
放
送
設
備
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
助
成
事
業
（
県
市
町
村
振
興

協
会
）
を
活
用
し
、
屋
外
放
送
設
備
と
付

帯
す
る
備

品
（
テ
ン

ト
、
パ
ソ

コ
ン
等
）

を
整
備
し

ま
し
た
。

　

あ
る
市
の
「
人
権
を
考
え
る
集
い
」
に

参
加
。「
部
落
差
別
の
現
状
と
私
た
ち
の

課
題
」
の
演
題
で
講
師
の
先
生
が
用
意
し

た
資
料
は
12
ペ
ー
ジ
。
初
め
て
知
る
こ
と

が
多
く
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

な
か
、
隣
席
の
男
性
は
、
資
料
を
開
か
ず

終
始
扇
子
代
わ
り
に
。
一
時
間
半
の
講
演

で
内
容
豊
富
な
資
料
を
解
説
す
る
の
は
容

易
で
な
く
、
先
生
は
熱
心
に
語
り
、
参
加

者
は
聞
き
入
っ
て
、
う
な
ず
き
な
が
ら

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
故

に
男
性
の
仕し

種ぐ
さ

は
よ
け
い
に
も
気
に
な
り

ま
し
た
。

　

地
域
の
役
職
に
割
り
当
て
ら
れ
、
渋
々

の
参
加
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
は

分
か
り
切
っ
て
い
る
、
ど
ん
な
話
を
聞
い

て
も
自
分
の
考
え
は
変
え
な
い
と
い
う
頑

か
た
く

な
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
。
私
の
見
る
限

り
、
素
直
に
謙
虚
に
話
を
受
け
止
め
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

分
館
や
地
区
ご
と
の
人
権
啓
発
学
習
会

で
は
、
ビ
デ
オ
視
聴
後
に
感
想
や
人
権
問

題
へ
の
思
い
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
、
課
題
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
自
分
を
語
り
、
学
習
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。
他
方
、
そ
れ
こ
そ
ま
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
考
え
に
固
執
し

て
、
人
権

侵
害
の
被

害
者
に
想

い
を
巡
ら

す
こ
と
に

否
定
的
で
、

外
国
の
人

も
郷
に
入
ら
ば
郷
に
従
う
べ
き
、
障
が
い

が
あ
っ
て
も
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
働
く

べ
き
だ
等
々
の
論
を
主
張
し
続
け
る
方
も

い
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
に
向
き
合
う
要よ

う

諦て
い

は
、
人
権

侵
害
に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
当
事
者
の
気

持
ち
を
、
ま
ず
考
え
る
こ
と
で
す
。
我が

を

捨
て
て
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
で
す
。
苦
し

み
の
事
実
を
我
が
も
の
と
し
た
後
、
自
分

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
考
え
を
重
ね
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
権
尊
重
の
思

想
は
、
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

て
き
た
最
も
崇
高
な
思
想
で
あ
り
財
産
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
自

ら
の
内
に
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
る
に
は
、

謙
虚
に
学
び
を
重
ね
、
自
分
を
磋み

が

き
深
め

る
以
外
に
道
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
と
な
い
学
び
の
場
で
聞
く
心
を
閉

ざ
し
て
い
た
男
性
を
と
や
か
く
言
う
に
及

び
、
我
が
身
を
顧
み
た
と
き
、
反
省
す
べ

き
こ
と
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
身
近
な

人
と
話
す
と
き
で
さ
え
我
を
張
り
、
聞
き

入
れ
な
い
こ
と
が
多
い
自
分
。

　

隣
席
の
男
性
を
他
山
の
石
と
し
、
謙
虚

に
学
び
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
心
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（116）

謙
虚
に
学
び
受
け
止
め
る
心
で

ま
ち 

だ

ま
さ
る

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

町
田

　勝

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　
設
備
・
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
づ
く
り
支
援
室

　

☎
71

－

６
７
９
０

■
曽
根
区

■
畔
田
区

■
御
牧
原
南
部
区
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
1 月の納税 

こちら119（東御消防署）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

（納期限 1月31日）

◦国民健康保険税（普通徴収）（8期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（7期）
・介護保険料（普通徴収）（7期）

＝ 11月の出動件数＝

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119

火災 2件 （21件）　救急 86件 （1,041件）

住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成25年11月 平成24年11月
最高気温 20.4℃（02日） 20.5℃（12日）
最低気温 − 2.9℃（30日） − 3.4℃（28日）
平均気温 7.3℃ 6.6℃
平均湿度 68.7％ 72.4％
降 水 量 9.5㎜ 38.0㎜

市内交通事故統計 　11月分
平成25年11月30日現在

累計 前年比
件数 7 件 130 件 − 07 件
傷者 8 名 162 名 − 22 名
死者 0 名 002 名 ＋ 02 名

カッコ内は平成25年1月からの累計

●問い合わせ先
　小諸年金事務所	 ☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係	 ☎62－1111（代表）

死亡一時金と寡婦年金

国民年金アドバイス

　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた期
間（全額免除を除く保険料の一部免除の割合に応じ
た月数を含む）が36カ月以上の方が、老齢基礎年金、
障害基礎年金のいずれも受けないままに亡くなったと
き、その遺族に支給される一時金です。
　受けられるご遺族は、亡くなった方と生計を同じく
していた ⑴配偶者 ⑵子 ⑶父母 ⑷孫 ⑸祖父母 ⑹兄弟
姉妹で、受けられる順位もこの順番です。ただし、遺
族基礎年金を受けられる方がいるときは支給されませ
ん。
　なお、寡婦年金と死亡一時金の両方を受けられる場
合は、支給を受ける方の選択によってどちらかが支給
されます。

　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた期
間（保険料の免除を受けた期間を含む）が25年以上
ある夫が亡くなった場合、10年以上婚姻関係（事実
上の婚姻関係を含む）のあった妻に、60歳から65歳
になるまで支給される国民年金独自の年金です。
　ただし、亡くなった夫が、障害基礎年金または老齢
基礎年金の支給を受けていた場合は、支給されません。
また、夫が亡くなった当時、妻が老齢基礎年金の繰上
げ支給を受けているときも、寡婦年金は支給されませ
ん。

死亡一時金

寡 婦 年 金
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物
・
機
械
設
備
等
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　

工
場
や
商
店
を
営
ん
で
い

た
り
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト

を
貸
し
付
け
て
い
た
り
な
ど
、
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
（
こ
こ
で
い
う
「
事
業
」

に
は
、
農
業
や
太
陽
光
発
電
設
備

に
よ
る
売
電
等
も
含
ま
れ
ま
す
）。

〈広告欄〉

☆
伊
達
巻
き

�

●
材
料
（
1
本
分
）

　

卵...............................

6
個

　

白
は
ん
ぺ
ん.................

3
枚

　

砂
糖.....................

大
さ
じ
5

　

み
り
ん..................

小
さ
じ
1

　

薄
口
し
ょ
う
ゆ........

小
さ
じ
1

　

塩...............................

少
々

　

サ
ラ
ダ
油....................

適
量

●
作
り
方

①
は
ん
ぺ
ん
は
小
さ
く
ち
ぎ
る
。

②
ち
ぎ
っ
た
は
ん
ぺ
ん
、
卵
、

砂
糖
、
み
り
ん
、
薄
口
し
ょ

う
ゆ
、
塩
を
一
度
に
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

ひ
き
、
②
を
流
し
入
れ
る
。

途
中
で
菜
箸
な
ど
を
用
い
て

か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
弱
火
で

蓋
を
し
て
焼
く
。

④
焼
き
上
が
っ
た
③
を
巻
き
簾す

の
上
に
載
せ
る
。
包
丁
で
少

し
切
れ
目
を
入
れ
て
か
ら
巻

き
、
輪
ゴ
ム
で
留
め
て
お
く
。

⑤
冷
め
た
ら
巻
き
簾
を
取
り
、

適
当
な
大
き
さ
に
切
る
。

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

平
成
26
年
度
償
却
資
産
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
「
償
却

資
産
」
に
つ
い
て
は
、
申
告
課
税

方
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
事
業
者

は
毎
年
1
月
31
日
ま
で
に
前
年
中

の
資
産
の
異
動
に
つ
い
て
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
に

供
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産

で
、
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
構
築

償
却
資
産
と
は
？

申
告
の
必
要
が
あ
る
の
は
？

　

詳
し
い
申
告
の
方
法
や
、
償
却

資
産
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な
点

は
、
左
記
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
25
年
11
月
に
寄
附
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。）

◦
東
御
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

（
ポ
ー
ル
電
波
時
計
1
基（
田

中
駅
前
）・
可
動
式
掲
示
板

1
式
（
東
部
中
学
校
）・
コ
ー

ト
ロ
ー
ラ
ー
1
台
（
北
御
牧

中
学
校
））

◦
匿
名
希
望
（
埼
玉
県
朝
霞
市

在
住
）
様
（
現
金
5
万
円
）

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
同
意
を

い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。 ご

芳
志

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
64

－

５
８
０
５
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ートピックスー　地域の話題

　11月23日、第23回海野宿ふれあい祭が開催され、江戸時代
に栄えた旧北国街道海野宿は大勢の見物客でにぎわいました。
　歩行者天国となった街道沿いでは、江戸時代の衣装を身に
まとった市民が練り歩く「時代衣装行列・花嫁道中」が行わ
れ、江戸時代の宿場の町並みを背景に盛んにシャッターを切
る人の姿が見られました。また、街道沿いには多くの模擬店
が並び、訪れた人は晩秋の寒さで冷えた体を温めようとほう
とうやたにし汁、おでんなどを頬張っていました。

　12月₄日、公益財団法人日本盲導犬協会の育成施設「日本盲導犬総合セン
ター」の訪問団が市役所を訪れ、盲導犬のデモンストレーションが行われま
した。デモンストレーションには花岡市長が参加し、盲導犬カンナが障害物
を避けながらアイマスクを着けた花岡市長をテンポよく誘導していました。
　今回の訪問は、盲導犬の普及推進活動の一環として行われ、この日は祢津
小学校でも体験授業が行われました。同センター長の山

やまぐちよしゆき

口義之さんは、「視
覚障がい者の方でも、盲導犬のことを知らない人がいる。こうした活動を通
じて興味を持ってもらいたい」と話し、盲導犬の活躍の場が広がることを期
待していました。

　11月25日、東御市特産のくるみを使ったアイディア料理の優
秀作を決める「第4回くるみ料理コンテスト」の審査会が滋野
コミュニティーセンターで開催されました。同コンテストは、
滋野地区の自治組織「しげの里づくりの会」（吉

よ し だ

田周
しゅうへい

平会長）
が主催するもので、今年は市内外から過去最多の18作品の応募
がありました。
　同月30日には、道の駅雷電くるみの里で表彰式が行われ、料
理部門とお菓子部門のそれぞれで、優秀作品₃点の考案者に賞
状と記念品が贈られました。

　12月₅日、長野県と上小林業振興会の共催により、松くい虫の被害木をチッ
プ化する実演会が北御牧グラウンドの隣接地で開催されました。
　この実演会は、増え続ける松くい虫被害木の有効利用を促すことを目的に
企画され、県や市町村、森林組合の担当職員約60名が参加して行われました。
　チップ化処理には神奈川県の業者が製造する大型破砕機が用いられ、大き
な丸太はバリバリという音とともに細かなチップに姿を変えました。
　主催した県の担当者は、「被害木の多くは山林内に残されるが、これが再
び松くい虫の発生源になることもある。被害木を燃料などとして有効利用し
ていくことが課題」と話していました。

自慢の一品が勢ぞろい！
くるみ料理コンテスト

もっと知って！　盲導犬のこと
日本盲導犬協会　PR犬カンナが市役所を訪問

江戸時代の宿場の雰囲気を満喫
海野宿ふれあい祭開催

松くい虫被害木の有効利用をPR
チップ化処理実演会開催

▲花岡市長を誘導する盲導犬カンナ

▲料理部門市長賞
「油揚げのくるみ入り挽肉巻」（寺

てらしまはつこ

島初子さん・大石）

▲お菓子部門市長賞
「秋のハーモニー」
（佐

さ と う だ い ご

藤大悟さん・小諸市）

▲花嫁道中
▲時代衣装行列

▲丸太を砕く大型破砕機
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ートピックスー　地域の話題

で
き
ご
と
短
信

11
・
28
▼	

故
・
山や
ま
ざ
き﨑

美み

き

こ
喜
子
さ
ん

	

叙
位
伝
達
式

12
・
8
▼	

伊
那
の
パ
パ
ズ
絵
本
ラ
イ
ヴ

	

（
市
立
図
書
館
）

12
・
1
〜
31
▼	

年
末
の
交
通
安
全
運
動

（
田
中
交
差
点
交
通
指

導
所
開
設
12
・
2
）

　12月₈日、常田公民館で恒例の「しめ縄作り講習会」が開
催され、地域の小学生がしめ縄作りにチャレンジしました。
　この日は、神棚に飾る「暖

の れ ん

簾じめ」、台所などに飾る
「杓

しゃくし

子じめ」、仏壇などに飾る「牛
ご ぼ う

蒡じめ」の₃つを作りまし
た。講師を務めたのは、常田区の道祖神保存会（小

こばやし

林澄
す み お

男会
長）のメンバーで、稲わらと悪戦苦闘する子どもたちに寄り
添って指導にあたっていました。
　参加した子どもたちは、講師が手際よく稲わらをしめてい
く様子に驚きの表情を見せながら、慣れない手つきでしめ縄
を完成させていました。

　12月₇日、「第₉回東御市人権尊重のまちづくり市民の集
い」が市文化会館で開催され、歌手の新

しんたに

谷のり子
こ

さんが「あ
りがとう　唄

うた

たち」という
テーマで講演コンサートを
しました。新谷さんは代表
作「フランシーヌの場合」
などを披露し、ベトナム戦
争や様々な人との出会いを
通して感じたことを唄で表
現していました。

　12月₁日付けで、新しい民生委員・児童委員の委嘱書が厚
生労働大臣から交付されたことに伴い、翌日₂日に市総合
福祉センターで、委員へ委嘱書が伝達されました。

　今回委嘱を受けた委員は
81名で、任期は平成25年12
月₁日から平成28年11月30
日までの₃年間です。
※委員名簿は、16ページに
　掲載。

　11月30日、市農業農村支援センター田中地区推進委員会
（山

やまもと

本 清
きよし

会長）が、常田区内の遊休農地を活用して栽培し
てきた野沢菜の収穫体験会を開催しました。
　収穫作業には同委員会の委員も加わり、冷え込みで葉の

表面には霜が残る野沢菜を
手際よく刈り取って束ねてい
ました。野沢菜は₁㎏あたり
50円で提供され、この日は約
500㎏が販売されました。

　12月₃日、「ネット対策学習会」が勤労者会館で開催され、
中高生の保護者や教職員が大人気アプリ「L

ラ イ ン

INE」の危険性
等について理解を深めました。
　講師は、インターネットの安全な利用方法の普及・推進を

図るセーフティネット
アドバイザーが務め、
今の中高生が直面し
ている「ネットいじ
め」の事例が寸劇で
紹介されました。

行事を通じて世代間交流
常田公民館　しめ縄作り講習会開催

人権尊重のまちづくり市民の集い
歌手　新谷のり子さん　人権と平和を語る

民生・児童委員が改選　委嘱書を伝達暮れの風物詩　野沢菜の収穫体験開催

スマホの安全な利用を！
ネット対策学習会開催

▲暖簾じめを作る子どもたち
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　当たり前のことですが、牛も他の哺乳類と同様に出
産を経ないとミルクが出ません。ここには26頭の雌
牛がいますが、常に15～ 20頭は搾乳できるように計
画的な繁殖が必要で、出産から２カ月後には同じ牛に次の人工授精を施し
ます。また、乳牛は出産後12カ月ほどミルクを出しますが、搾乳するの
は最初の10カ月です。搾乳を2カ月中止することで、次の出産を間近に控
える牛の体力を回復させます。一般的に乳牛は2歳から出産を何度も重ね、
乳量が落ちる8～ 9歳にはその役目を終えます。
　毎日欠かせない作業は、餌やりと搾乳です。餌やりは早朝、昼、夕方の

３回行います。主に牧草や稲わらなどの粗飼料と、トウモロコシや米ぬか、ふすまなどが入った濃
厚飼料（配合飼料）を与えます。搾乳作業は早朝と夕方の２回行い、１回の作業には１時間半ほど
かかります。搾乳機で搾ったミルクは冷蔵タンクに集めますが、多い時には
１日に550kg 超の乳量があります。タンク内のミルクは、毎日集乳車が来
て安曇野市にある工場へ運ばれ、殺菌処理などが施されて長野県産の牛乳と
して流通します。

　ミルクは毎月３回、乳脂肪率や無脂固形分率、細菌数などの検査を受けま
す。これらの値は牛の体調によって変化します。牛は暑さに弱く、夏場に乳
質が低下しますが、これを防ぐために牛舎内に扇風機を置いて風通しを良く
します。また、年間通じて牛舎内をきれいにして病気を防ぐ努力をしています。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

市 報

人の動き
（ 12 月１日現在）

世帯数
11,721世帯（＋4）

総人口
31,193人（＋2）

男 15,393人（−5）
女 15,800人（＋7）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

その10

1月は牛乳

　今回は、ホルスタイン 26 頭を飼育する酪農家に、私たちの食卓に欠かせない牛乳の生産・流通過程
などを教えていただきました。

飼育で気遣うことは何ですか？

転入	8 3人
転出	 71人
出生	 13人
死亡	 25人
その他	 2人増

※カッコは前月対比

FMとうみ 78.5MHz

月曜日から日曜日、毎日放送中

◦午前 7時 40 分～
◦午後 0時 40 分～
◦午後 6時 40 分～

『ラジオ
市報とうみ』

　牛乳にはたんぱく質や脂質、カルシウムなどの栄養素が多く含まれます。
摂取量の目安は成人で1日200㎖です。低脂肪牛乳やヨーグルト、チーズな
どの加工品も多くありますので、上手に組み合わせて食べましょう。

栄養アドバイス

普通牛乳100g 当たりの栄養成分量（日本食品標準成分表）
◦エネルギー　67kcal	 ◦たんぱく質　3.3g
◦脂質　3.8g	 ◦カルシウム　110mg

乳牛の飼育はどのように行っていますか？
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▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
「
市
報
と
う
み
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
さ

て
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
紹
介
し
た
と
お

り
、
12
月
3
日
に
ネ
ッ
ト
対
策
学
習

会
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
人
気
ア
プ
リ
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
危
険
性
。
私
も
聴
講
し

ま
し
た
が
、
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
…
。
▼
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
私

は
未
だ
に
ガ
ラ
ケ
ー
（
従
来
の
携
帯

電
話
）
愛
用
者
。
以
前
か
ら
自
覚
し

て
い
ま
し
た
が
、
ス
マ
ホ
普
及
の
波

に
完
全
に
乗
り
遅
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
自
治
体
の
情
報
発
信
に
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
活
用
さ
れ
る
時

代
に
、
広
報
担
当
者
と
し
て
は
有
る

ま
じ
き
姿
と
評
価
さ
れ
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
▼
新

年
の
目
標
の
一
つ
に
、「
ガ
ラ
ケ
ー
脱

却
」
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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